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小山高校内にある県立特別支援学校 小山分校。

金太郎が持っているのは、分校生徒と文化祭に訪れた皆さんとの共同作品。

今月号から「小山分校だより」始まります！

ハートが

いっぱい～
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小
山
消
防
署
が
10
月
１
日
、
明

倫
地
区
の
谷
戸
か
ら
北
郷
地
区
の

棚
頭
に
建
設
・
移
転
、
開
署
し
ま

し
た
。

　

新
庁
舎
の
場
所
は
、
自
然
災
害

な
ど
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
国
道

２
４
６
号
棚
頭
Ｉ
Ｃ
の
近
く
で
あ

り
、
町
内
各
地
へ
の
救
急
出
動
の

所
要
時
間
の
影
響
が
少
な
い
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
開
通
す
る
新
東
名

高
速
道
路
小
山
Ｐ
Ａ
に
近
く
、
高

速
道
路
を
使
っ
た
近
隣
と
の
連
携

な
ど
、
次
世
代
の
消
防
署
に
ふ
さ

わ
し
い
役
割
が
期
待
で
き
ま
す
。

出
動
を
再
優
先
に

　

新
庁
舎
は
、
消
防
・
救
急
車
両
が
24

時
間
迅
速
に
出
動
で
き
る
よ
う
に
、
車

庫
棟
に
隣
接
す
る
出
動
準
備
室
を
施
設

の
中
心
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
利
便
性
が
高
く
な
り
、

同
じ
階
に
あ
る
仮
眠
室
や
事
務
執
務
室

な
ど
施
設
内
の
出
動
動
線
は
も
ち
ろ
ん
、

敷
地
内
ど
こ
に
い
て
も
、
緊
急
時
の
出

動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

休
み
な
く
動
き
続
け
、

　
　
　
　
機
能
を
継
続
す
る

　

消
防
署
は
24
時
間
、
休
み
な
く
動
き

続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
新
庁
舎
は
、
大

規
模
災
害
時
に
も
施
設
に
損
傷
な
く
、

機
能
が
継
続
で
き
る
耐
震
性
を
備
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
災
害
対
応
だ
け
で

な
く
、
平
時
か
ら
の
備
え
と
し
て
、
車

両
や
装
備
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き
る
車

庫
や
機
材
の
保
管
庫
、
非
常
時
に
機
能

を
維
持
す
る
た
め
の
非
常
用
電
源
設
備

と
自
家
給
油
所
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
種
類
の
災
害
に
対

応
し
た
訓
練
が
行
え
る
４
階
建
て
の
訓

練
塔
を
新
設
、
訓
練
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

確
保
し
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
受

け
入
れ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
離
発
着
時

の
風
圧
対
策
を
講
じ
て
整
備
し
て
い
ま

す
。

始動！！
小山消防署新庁舎

消防力を最大限に発揮でき、

 災害に強く 機能的な庁舎
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所在地　　小山町棚頭540番地

事業費　　24億2,000万円

工　期　　令和６年１月15日～令和８年８月31日

規　模　　・敷地面積　　6,290.53㎡

　　　　　・延床面積　　2,415.84㎡　

　　　　　・構　　造　　鉄骨造２階建て

その他施設　

　訓練塔（地上４階建て）、ヘリポート、

　自家給油所、非常用電源設備、

　防災倉庫

問合せ　小山消防署　☎76-0119

　長きにわたり、谷戸区を

はじめ地域の皆さんには、

消防活動に対するご理解と

ご支援をいただき、ありが

とうございました。移転し

ても引き続き、おやまの皆

さんから信頼され、安心し

て暮らせるまちづくりを支

える存在となるように職員

一同、決意を新たに職務に

全力を尽くします。

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境

　

旧
庁
舎
に
は
、
女
性
専
用
の
仮
眠
室

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

新
庁
舎
に
は
、
専
用
の
仮
眠
室
や
休

憩
室
が
設
け
ら
れ
、
新
た
に
女
性
職
員

が
配
置
さ
れ
ま
す
。
女
性
が
働
き
や
す

く
、
活
躍
で
き
る
環
境
に
な
る
た
め
、

救
急
や
災
害
現
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
女
性
や
高
齢
者
、
子
ど
も
に
対
し

て
安
心
感
を
与
え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

も
配
慮
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

　

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
、
防
災
へ
の
啓
発
や
情
報
発

信
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
２
階
に
は
、

消
防
団
会
議
室
と
団
備
品
の
倉
庫
、
99

人
を
収
容
で
き
る
研
修
室
を
設
け
ま
し

た
。
研
修
室
で
は
、
町
民
を
対
象
に
、

防
災
に
関
す
る
講
習
や
研
修
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
庫
の
西
側
に
消
防
団
の
資

機
材
庫
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
旧
庁
舎

と
同
じ
敷
地
内
に
あ
っ
た
町
の
防
災
倉

庫
を
新
設
し
、
備
蓄
食
料
や
防
災
資
機

材
な
ど
を
備
え
ま
す
。

　

54
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
小
山

消
防
署
。
今
後
も
安
全
・
安
心
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
お
や
ま
を
守
り
続
け
ま
す
。

Interview 小山消防署長に聞く 新庁舎の概要

小山消防署

三改木 辰也署長
た つ やみ ぞ ろ ぎ

GOGO金太郎！ ＃小山消防署　庁舎を訪問新

救急指令！
救急指令！

広々とした事務室

いざ、出動！

らっしゃい！

署員の皆さんの食事処仮眠室は男女あわせて26室

新

女性専用の

休憩室～

出動準備室で

着替えるぜぃ！

金太郎！

早く早く！

おいらも

出動?!

　小山消防署に

やってきたぜぃ～
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令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

は
、
１
６
４
億
８
５
８
２
万
２
千
円
で

し
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
全
体

で
２
億
８
６
５
８
万
５
千
円
増
加
(
＋

１
・
８
％
)
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
町
内
立
地
企
業
の

設
備
投
資
が
進
み
、
固
定
資
産
税
が
安

定
し
て
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
の

根
幹
で
あ
る
町
税
が
大
幅
な
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

　

内
訳
を
み
る
と
、
主
に
増
加
し
た
も

の
は
町
税
が
３
億
１
２
４
８
万
７
千
円
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増
な
ど
に

よ
り
寄
附
金
が
２
億
２
０
９
２
万
５
千

円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
主
に
減
少
し
た
も
の
は
、
繰

入
金
が
３
億
６
６
３
３
万
７
千
円
の
減
、

県
支
出
金
が
３
億
４
７
６
４
万
６
千
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

歳
　

入

令
和
７
年
度

ま
ち
の
決
算
報
告

自

主

財

源

依

存

財

源

一般会計 歳入

総額 164億8,582万2千円

町税

繰入金

寄附金

諸収入

繰越金

財産収入

その他

国庫支出金

町債

地方交付税

県支出金

その他

財政改善の必要性を判断する指標
本町の
比率

早期健全化
基準

－

－

10.6

73.1

14.28

19.28

25.0

350.0

実質赤字比率

一般会計などが赤字かどうかを示す数値

連結実質赤字比率

すべての会計などが赤字かどうかを示す数値

実質公債費比率

財政規模に対する借金返済の割合

将来負担比率

財政規模に対する将来支払う可能性のある負債割合

財政の健全度

48億4,135万9千円

17億1,672万8千円

14億6,080万7千円

 8億9,868万1千円

 6億7,961万0千円

 4億2,443万0千円

 1億6,621万6千円

19億3,918万4千円

16億1,470万0千円

 8億1,083万7千円

 7億7,482万2千円

 5億7,596万4千円

 5億8,248万4千円

町民税・固定資産税など

積立基金や特別会計からの繰り入れ

ふるさと納税など

受託事業収入など

前年度から繰り越された事業の財源

町有地などからの収入

証明手数料など

国からの補助金

町の借入金

地方の財政を調整する国からのお金

県からの補助金

地方消費税の一部として入ってくるお金

法人やゴルフ場利用税などの交付金ほか

科　目 決算額

地方消費税
交付金

　
令
和
７
年
度
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
決
算
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
な
ど
、
町
に
入
っ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
集

計
し
た
も
の
で
す
。
町
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

繰入金

10.4%

寄附金

8.9%

自
主
財
源

依
存
財
源

61.9%

38.1%

町税 29.4%

国庫支出金

11.8%

町債 9.8%

その他 3.4%

地方交付税 4.9%

県支出金 4.7%

地方消費税交付金 3.5%

諸収入

5.5%

繰越金 4.1%

財産収入 2.6%

その他 1.0%
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一般会計 歳出

総額 157億5,631万円

総務費

民生費

消防費

土木費

教育費

衛生費

公債費

商工労働費

農林水産業費

議会費

災害復旧費

科　目 決算額

39億8,536万2千円

31億　603万4千円

22億　946万0千円

17億　234万9千円

13億　945万8千円

10億9,964万3千円

 9億6,595万6千円

 8億3,950万7千円

 4億3,177万3千円

 1億  374万4千円

  　  302万4千円

庁舎管理や町の総括

社会福祉など

消防や防災など

道路や公園などの整備

学校整備や生涯学習など

健康管理やごみ処理など

借入金の返済

商業や工業の発展など

農林業の振興など

議会の運営

災害からの復旧

17億1,738万7千円

280万0千円

3億3,707万3千円

15万3千円

17億5,920万1千円

1億1,814万9千円

5,701万0千円

2,630万0千円

47万8千円

3億6,273万9千円

2億8,869万4千円

1億9,570万1千円

1億　873万8千円

17億9,001万2千円

421万1千円

3億4,751万7千円

15万3千円

19億6,763万9千円

1億9,331万2千円

6,207万5千円

3,156万2千円

462万7千円

3億8,322万7千円

2億5,030万8千円

2億　279万7千円

7,099万9千円

国民健康保険

育英奨学資金

後期高齢者医療

土地取得

介護保険

宅地造成事業

木質バイオマス発電事業

小山ＰＡ周辺開発事業

温泉供給事業

水道事業

下水道事業

収益的

資本的

収益的

資本的

特別会計

項　目 歳　入 歳　出

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
歳
出
総
額

は
１
５
７
億
５
６
３
１
万
円
で
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
全
体
で
２
億

３
６
６
８
万
３
千
円
増
加
(
＋
１
・
５
％
)

し
ま
し
た
。
総
務
費
は
39
億
８
５
３
６

万
２
千
円
で
全
体
の
25
・
３
％
、
民
生

費
は
31
億
６
０
３
万
４
千
円
で
全
体
の

19
・
７
％
と
、
こ
れ
ら
が
全
体
の
大
き

な
割
合
を
占
め
ま
し
た
。

　

目
的
別
に
み
る
と
、
消
防
費
が
消

防
庁
舎
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
４
億

７
１
２
１
万
１
千
円
、
商
工
労
働
費
が

産
業
立
地
事
業
費
補
助
金
の
増
な
ど
に

よ
り
３
億
８
３
６
５
万
５
千
円
増
加
し

ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費
は
合
板
・
製

材
生
産
性
強
化
対
策
事
業
補
助
金
の

減
な
ど
に
よ
り
６
億
６
６
９
６
万
円
、

教
育
費
は
北
郷
小
学
校
長
寿
命
化
工
事

の
完
了
な
ど
に
よ
り
３
億
８
１
９
２
万

４
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

歳
　

出

特
別
会
計

企
業
会
計

総務費 25.3%

民生費 19.7%

消防費 14.0%

土木費

10.8%

教育費 8.3%

衛生費

 7.0%

公債費

　　6.1%

災害復旧費 0.1%

商工労働費 5.3%

農林水産業費 2.7%
議会費 0.7%
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令
和
７
年
度

主
な
投
資
的
事
業

中学校施設整備事業 農業農村整備事業

町道整備事業 道路構造物長寿命化事業

　町道の舗装補修工事

を13路線3,202ｍ、改

良工事を６路線586ｍ、

維持補修工事を154カ

所施工しました。併せ

て、事業の実施に伴い

用地取得が必要な道路

用地1,166㎡を取得し

ました。

　消防力を最大限に発揮でき、災害応急対策拠点施設としての機能

を併せ持つ、小山消防署新庁舎の整備を進めました。新庁舎の建設

は令和６年度から始まり、令和８年９月に完成しました。

　橋梁長寿命化修繕計

画に基づき町内34橋の

橋梁点検を行い、10橋

の橋梁補修工事を行い

ました。また、道路土

工構造物個別管理計画

に基づき、町道小山白

岩線道路法面擁壁の補

修工事を実施しました。

　教育環境の向上を目

的に、町内３中学校の

体育館にそれぞれ空調

設備を設置しました。

体育館は、生徒の部活

動や学校行事以外に

も、地域の防災活動

（避難所運営など）に

活用されます。

　効率的で生産性の高

い農業を推進するため、

農地基盤整備（ほ場整

備）を高根西部・一色

工区など町内６カ所で

実施しました。また、

認定農業者の農業用機

械導入に係る経費の助

成事業を実施しました。

問合せ　総務課　☎76-6132

消
防
庁
舎
整
備
事
業
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　ふるさと納税でいただいた「小山町を応援

したい」という全国の皆さんからの寄附金。

おやまを元気でいきいきと魅力あふれるまち

にするために、子育て支援や地域の活性化な

どに有効活用しています。

　令和７年度の実績の一部を紹介します。

問合せ　企画政策課　☎76-6133

小・中学校ＬＥＤ化
町内学校施設を順次LED化。

令和７年度は足柄小学校

体育館照明のLED化を実施

公共交通事業
デマンドバスと巡回バスを

運行し、便利で快適な

公共交通網を実現

令和７年度

ふるさと納税

寄附件数

39,080件

寄附総額

995,263,850円

地区要望の道路整備
各地区から要望を受けた

生活道路などの補修や

改良などを実施

給食費無償化
子育て支援のため、

町内こども園と小・中学校の

給食費を無償化

企業誘致
工業団地への企業進出を

地域産業立地事業費補助金で

サポート

町営学習塾運営
町内小学４年生～

中学３年生の学習を

きめ細やかにサポート

出産祝給付金
生まれた子どもの人数に

応じて10～50万円の

給付金を支給

屋内プール整備
全天候型の屋内プールを

設置するため、

造成工事を開始

ふるさと納税

（寄附金）

の使い道

まちづくりに活用しています
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まちのプール事情

　町内小学校に設置されている５つの屋外プールは、

老朽化の著しさに併せて、近年の酷暑により利用時

間に制限があり、児童・生徒の水泳時間は十分に確

保できていない状況です。

　一方、町民プールは、昭和45年に中島の金時公園

に屋外プールを建設、「金時プール」の愛称で多く

の人に利用されましたが、老朽化が進み、平成24年

に利用を終了しました。金時プール廃止後は、平成

25年から小学校プールを、町民プールとして夏休み

期間に開放しています。プールに関するこれらの課

題を解消するため、令和７年９月から、総合文化施

設横に「屋内プール」の建設を進めています。完成

すれば天候や季節に関係なく、１年を通してプール

の利用ができます。

屋内プールの建設工事

　屋内プールの整備がいよいよ本格化しています。

近年の物価高騰に対応し、安全に利用できる施設に

するため、地盤改良など対策を行います。

　これに伴い、総事業費が変更になります。

①物価高騰への対応

　建設資材や労務単価の上昇を反映し、最新の単

価により適切な予算を確保します。

②土地の地盤改良

　建設エリアの安全性と建物の耐久性をしっかり

確保するため、地盤改良を行います。

③災害時のシャワー利用機能の追加

　電気が使用できなくなっても、シャワーが利用

できるように、防災機能を新たに追加します。

　以上から屋内プール整備に掛かる予算総額は、

16億円から17億9,300万円に増額しました。

屋内プール、ただいま建設中

令和10年５月 OPEN予定

防衛省防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を活用します

問合せ　企画政策課　☎76-6133　　★詳しくは町のホームページ　ID：6045

▲　屋内プール完成予想図
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施設概要

住　所　　菅沼655番地の1

構　造　　木造２階建て

　　　　　（メゾネットタイプ）27戸

間取り　　２LDK（86.95㎡～）

駐車場　　各戸２台

家　賃　　88,000円から

　　　　　（共益費・駐車場使用料別）

敷　金　　家賃３カ月分

学　区　　明倫小学校 

入居資格

①18歳未満の世帯員を含む世帯（妊娠中を

　含む）または新婚世帯（婚姻から５年以内）

　※申込時点で婚約中の場合は事前にご相

　談ください

②入居者と同居者全員の所得を合算した月

　額が15万8千円以上48万7千円以下の世帯

など、入居条件にすべて当てはまる世帯

募集期間

10月15日（木）から

入居条件や応募方法など、

詳しくは町のホームページから

（10月１日公開予定）

　町は、子育て世帯向けの地域優良賃貸住宅「ヴィラ

すがさか」の入居者を10月15日から募集します。

　「ヴィラすがさか」は、町の定住人口の増加や周辺

地区の活性化を目的として、ＰＦＩ手法を活用して整

備を行っている住宅です。

　入居開始は令和９年春を予定しています。

位置図

「
ヴ
ィ
ラ
す
が
さ
か
」
入
居
者
募
集

菅
沼
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

ただ今、建設中！

問
合
せ
　
都
市
整
備
課
　
☎
76
　

―
　

6
1
3
7

●甘露寺

●ポテト
　小山店　 ●明倫小学校

●なかがわ医院

ヴィラすがさか完成イメージ図
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そ
も
そ
も
特
別
会
計
っ
て
ど
の
よ
う

な
種
類
が
あ
る
の
で
す
か
？

　

い
ろ
い
ろ
な
分
け
方
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
大
き
く

３
つ
の
種
類
に
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
一
つ
目
は
「
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
」
の
よ
う
に
法
律
で
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
二
つ

目
は
「
水
道
事
業
会
計
」
の
よ
う
な

公
営
企
業
を
運
営
す
る
も
の
、
三
つ

目
は
「
育
英
奨
学
資
金
特
別
会
計
」

の
よ
う
な
町
が
任
意
に
設
置
す
る
、

公
営
企
業
会
計
以
外
の
も
の
で
す
。

法
律
に
「
独
立
採
算
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
の
で
す
か
？

　

少
し
難
し
く
な
り
ま
す
が
「
地
方

自
治
法
」
と
い
う
法
律
に
特
別
会
計

の
設
置
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
決
ま
り
を
分
か
り
や
す
く
言
う
と

「
事
業
の
お
金
の
流
れ
を
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
に
財
布
を
分
け
て

管
理
す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
そ
の
事
業
の
収
入
だ

け
で
賄
う
べ
き
と
い
う
こ
と
ま
で
は

決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
た
だ

条
文
の
中
に
「
特
定
の
収
入
を
も
っ

て
〜
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
少
し
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
わ
ざ
わ
ざ
独
立
し
て
会
計
を

設
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
会
計

の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
普

通
で
は
な
い
の
で
す
か
？

　

は
い
、
そ
の
通
り
で
す
。
ま
た
ま

た
難
し
い
話
に
な
り
ま
す
が
「
地
方

財
政
法
」
と
い
う
法
律
に
ま
さ
に
そ

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
町
が

特
別
会
計
を
設
け
て
行
っ
て
い
る
事

業
が
、
一
般
会
計
な
ど
の
お
金
に
頼

ら
ず
に
実
施
で
き
れ
ば
理
想
で
す
。

し
か
し
実
際
は
、
事
業
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
に
収
入
が
得
ら
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
し
、
必
要
と
す
る
お
金
を
す

べ
て
借
り
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
に
は
独
立
採

算
が
原
則
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
同
じ
条
文
に
一
般
会
計
の
お

金
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

少
し
難
し
く
て
よ
く
理
解
で
き
な

か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
す
か
？

　

町
が
特
別
会
計
を
設
け
て
行
っ
て

い
る
事
業
は
、
将
来
の
町
の
発
展
や

町
民
の
皆
さ
ん
の
利
益
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
事
業
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
一
般
会
計
の
お

金
を
使
う
こ
と
は
町
の
条
例
で
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

金
の
流
れ
を
透
明
に
し
、
町
の
発
展

に
つ
な
が
る
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
会
計
の
は
な
し

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
町
の
発
展
や
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
町
に
は
い
く
つ
か
の
「
会
計
」
が
あ
り
ま
す
。
社
会

福
祉
や
道
路
整
備
、
こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校
の
運
営
な
ど
、
町

全
体
の
一
般
的
な
仕
事
に
使
う
「
一
般
会
計
」
と
、
保
険
事
業
や

上
下
水
道
事
業
、
特
定
の
開
発
事
業
な
ど
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
分
け
て
管
理
す
る
「
特
別
会
計
」
で
す
。

　

「
特
別
会
計
は
、
そ
の
事
業
の
収
入
だ
け
で
賄
う
べ
き
で
あ
り
、

一
般
会
計
か
ら
お
金
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
法
に
触
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
意
見
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
少
し
難
し
い
の
で
す
が
「
特
別
会
計
」
の
話
を
し
ま
す
。

問合せ　総務課　☎76-1111
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― 
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
で
守

る
(
共
助
の
心
)。

　

自
主
防
災
会
は
、
住
民
が
協
力
し
て

災
害
へ
の
備
え
や
発
災
時
の
対
応
を
行

う
組
織
で
す
。
大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
役
場
や
消
防
な
ど
の
助
け
を
待
っ

て
い
る
余
裕
は
な
く
、
個
人
で
行
動
で

き
る
範
囲
も
限
ら
れ
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
や
地
域
な
ど
、

互
い
の
手
が
届
く
範
囲
で
助
け
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
主
防
災
会
の
活
動
の
例

　

７
月
28
日
、
熊
本
県
で
最
大
震
度
７

の
地
震
が
発
生
し
、
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
熊
本
県
内
で
は
発

災
直
後
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
会
、
自

治
会
が
中
心
と
な
り
、
住
民
同
士
の
助

け
合
い
に
よ
る
安
否
確
認
や
避
難
所
運

営
、
給
水
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。

地
域
の
防
災
活
動
に
参
加
を

　

自
主
防
災
会
が
行
う
各
種
訓
練
や
防

災
知
識
の
普
及
、
防
災
倉
庫
の
点
検
な

ど
に
参
加
し
て
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
地
震
や
台
風
な
ど
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。

　

自
分
た
ち
の
身
を
守
る
「
自
助
」
と

共
に
、
地
域
全
体
で
助
け
合
う
「
共

助
」
は
、
非
常
に
重
要
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
、
地
域
で
の
付
き
合
い
、
信
頼
関

係
の
築
き
を
。

おやま防災おやま防災

自
主
防
災
会
の
活
動

助
け
合
い
の
チ
カ
ラ

　自主防災会は、町内すべての区

で組織されています。災害時は頼

りになる存在ですが、有事にその

力を発揮するには不断の訓練が必

要です。「訓練は１年休むと元の

レベルに戻るまで３年かかる」と

いわれ、訓練をやめてしまえば

「毎年が防災元年」に。ひとりで

も多くの命を救い、地域を守るた

めに、自主防災会の活動に積極的

に参加してください。

小山町自主防災会

新井　昇連合会長
のぼる

問合せ　〇自主防災会について　危機管理局 ☎76-5715　　〇消防職員について　御殿場消防署 ☎82-7152

９人の新★消防職員

　消防職員には、火災などの災害に対応する能力や

消防に関する法令の理解など、専門的な知識や技術

が求められます。

　御殿場小山消防は令和８年度、新たに９人の消防

職員を採用しました。９人は４月から静岡県消防学

校の「初任科教育課程」に６カ月間入校。初任科教

育課程は、新たに採用されたすべての消防職員が受

講する基礎的な教育訓練です。

10月から配属。地域での活躍に期待

　初任科教育課程は、放水訓練や救助訓練といった

研修だけでなく、公務員として知っておくべき法律

や消防業務に必要な法令、災害現場での戦術、建物

に設置される消防用設備などについても学びます。

火災・救急・救助・連携・規律の学びを身につけて

卒業します。

　一人前の消防職員となって、10月から小山町、御

殿場市の消防署へ配属されます。地域住民の安全・

安心を担う９人の活躍に期待します。

消防まるかじり Q＆A 新たに配属される若い力

▲　避難所運営訓練（上）と携帯無線に

　 よる情報伝達訓練（下）

迅速に命のリレー

“救急の学び”

「落とさないで～」
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木 金 土

役

文
体
健

役場本庁

総合文化会館

総合体育館

きんたろうひろば

健康福祉会館

くらし環境課（76－6130）

可燃ごみ

不燃ごみ

カン・金属類・小型家電

有害ごみ（乾電池・蛍光管）

危険ごみ（スプレー缶・ライター）

ビン・古紙類・段ボール

ペットボトル

ごみの収集

場　所

休日水道当番店

上下水道課（76－6125）

休日歯科当番医

健康増進課（76－6668）
9:00～15:00

9:00～16:00

行事名

行政相談 13:00～
くらし環境課（76－6107）

介護相談 13:30～
社会福祉協議会（76－9906）

心配ごと相談 13:30～
社会福祉協議会（76－9906）

のびのび子育て相談 9:30～
健康増進課（76－6668）

ココロの健康相談（予約制）

健康増進課（76－6668）

ベジメータ測定　10:30～11:30
マックスバリュ小山町店

2026.10. 広報おやま

クアオルト健康ウオーキング
 9:00～12:00
NPO法人森里人ヘルシーリンク
（070－1227－6181）

図書館おはなしの会 10:30～
図書館（76－4270）

ぺんぎんランド 10:00～
各こども園

宅内漏水の修繕にかか

る費用は有料（ ）

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

　　須走コース

ねんきん相談（要予約）

１さい教室よちよち

　　特設巡回相談

　　すばしりこども園

　　全こども園

すくすく健康相談

パパママ学級

ニュースポーツふれあい

フェスタ

　　スペシャル和ハーブ散策

ボディメンテナンス

町民文化祭１日目

町民文化祭70周年記念

コンサート

　広報おやま2027年１月号では特集「干支

の声」を掲載します！

　そこで、年男・年女の皆さんを募集しま

す。来年、12年に１度の年男・年女を迎え

る皆さん、ぜひ広報おやまで新年の抱負な

どを伝えてみませんか？

募集対象

　生まれ年が、昭和６年・18年・

30年・42年・54年、平成３年・15

年の町民

募集人数

　生まれ年ごとに男女１人ずつ

応募方法　

　電話または二次元コードから

　10月31日（土）までに申し込む

未年の皆さんを大募集します！
ひつじ

健康屋さん（須走コミセン）

ふれあいスポーツ交流会

５歳児健診

お仕事相談会

　　足柄コース

問合せ

地域振興課　☎76-6135

ご応募をお待ち

しています！
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日 月 火 水
町民カレンダー　 10月

2026.10. 広報おやま

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

　　すがぬまこども園

　　足柄コース

顔ヨガ教室

赤ちゃん相談

BCG予防接種

　　きたごうこども園

無料法律相談

ごろりんアートの日

マイナンバーカード予約交付日

　　梶本弘歯科医院

　　（８２－４１８２）

　　野木巧業㈱

　　（080-5779-4902）

　　梶本歯科医院

　　（８２－２７５５）

　　㈲勝俣水道工事店

　　（76－1579）

町民文化祭２日目

町民体育大会

　　ひまわり歯科クリニック

　　（８９－７５３０）

　　㈲会澤工業

　　（76-0050）

　　滝沢林道散策と焼きいも

　　テイスティング

　　御殿場ささき歯科

　　（８８－８８１８）

　　東静建設㈱

　　（76－0152）

　町は、（一財）自治総合センター

宝くじ助成によるコミュニティ助

成事業で、コミュニティ活動に必

要な設備などを整備しています。

令和８年度は湯船区公民館にエア

コンと防災ラジオを設置しました。

問合せ 地域振興課 ☎76-6135

　指定ごみ袋の入手が困難な場

合に、透明または半透明の袋で

ごみを捨てることができる臨時

措置は、９月29日（火）で終了し

ました。

問合せ

くらし環境課　☎76-6130

宝くじ助成で湯船区公民館の設備を整備しました ごみ袋臨時措置の終了

納期限〈11月２日分〉　

　■県町民税（普徴３期）

　■国民健康保険税（普徴４期）

　■後期高齢者医療保険料（普徴３期）

　■介護保険料（普徴４期）

　■住宅家賃　■保育料

ま・りんば ちひろ。コンサート

おもちゃで遊ぼう

パークゴルフ大会

スポーツの日

　　勝又歯科医院

　　（８２－１８２９）

　　臼幸産業㈱

　　（080-5106-4037）

施設の休館日

　生涯学習センター

　５日(月)、13日(火)、19日(月)、26日(月)

　あしがら温泉

　６日(火)、13日(火)、20日(火)、27日(火）

　リラクゼーションスタジオ〈健康福祉会館〉

　７日(水)、14日(水)、21日(水)、28日(水)

　　須走コース

マイナンバーカード窓口延長



142026.10. 広報おやま

It’s New !　

　おやままちかどphoto

▲ 情報を整理する住民対策部▲ 込山町長から勝又管理者に、新庁舎が引き渡されました

　棚頭区に建設された小山消防署新庁舎の落成・開署

式が９月14日、行われました。　

　国・県、小山町・御殿場市の議会議員をはじめ、建

設地の棚頭区の住民、消防行政にかかわる機関の代表

など、約70人が出席しました。

　落成式の後、込山町長から広域行政組合管理者であ

る勝又御殿場市長に、庁舎を引き渡すセレモニーと、

テープカットが行われました。

　総合防災訓練を９月１日、総合文化会館と町内各所

で行いました。

 相模トラフを震源とする大規模地震発生を想定して、

自主防災会、消防、自衛隊、警察など関係機関の協力

を得て、災害対策本部の設置から、情報収集、被害状

況の把握などを訓練しました。

　全国で頻繁に起きている自然災害。訓練参加者は、

平時の備えの重要さを改めて確認しました。

▲ 球皮の中に入って大きさに驚く子どもたち（上）
　 幅20ｍ、高さ25ｍ程の球皮を広げます（左）
　 バーナーの火柱は校舎の３階を越えるほど（右）

パ
シ
ャ
！

広報担当がまちの話題やイベントを紹介。

始動！ おやまの新しい防災拠点
〇小山消防署新庁舎　落成・開署式

　谷戸連合子ども会主催の気球教室が８月28日、明倫小学

校体育館で行われました。気球教室を開催するのは４年ぶ

りで、今年は雨のため体育館で開催されました。

　初めに講座形式で気球について学んだ子どもたちは、熱

気球の風船部分である球皮をふくらませた中に入りました。

その後は、外でゴンドラに乗ってバーナーの点火体験。炎

の勢いに大きな歓声を上げていました。

気球の中に入っちゃった！ 
○明倫地区子ども会で気球教室

大規模地震発生、災害対策本部では
〇小山町総合防災訓練

きゅうひ
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▲ 課題について話す㈱リンガーハットの種川さん▲ ご利用をお待ちしています！

　町はトヨタカローラ静岡㈱の協力を得て、ＪＲ足柄

駅に続いて、９月１日から須走支所を発着とするカー

シェアリングを開始しました。

　カーシェアリングは、会員登録を行えば、24時間い

つでも利用できるサービスです。乗り捨てはできない

ため、ご注意ください。須走地区は、富士山観光など

の来訪者が多く、富士駐屯地も所在するため、多くの

利用が期待されます。

　御殿場特別支援学校小山分校と町は９月16日、地域

企業との交流を通じて地域課題の解決を図る、ＳＤＧs

探求学習を小山分校で行いました。

　町内に工場がある㈱リンガーハットを講師に招き、

飲食産業における地域課題について講義を行いました。

参加した２年生は、講義を受けて感じた疑問や課題を

掘り下げ、12月の発表会に向けて探求学習に取り組み

ました。次回はアイリスオーヤマ㈱が担当します。

おやまを気軽に移動
〇須走でカーシェアリング開始

地域と協創！
〇小山分校生がＳＤＧs探求学習

▲ 男性最高齢の山本さんと込山町長▲ デューク更家さんのウォーキング教室

　2026おやま健康フェスタ＆ふれあい広場が９月５日、

総合文化会館で開催され、約1,500人の来場者でにぎ

わいました。

　デューク更家さんによるウォーキング教室をはじめ、

赤ちゃんのはいはい・よちよち大会や地震体験車・ト

イレカーの展示、御殿場支援学校小山分校の生徒によ

る活動紹介のほか、各種企業や団体の出店・展示な

ど、多くの来場者が楽しみました。

　込山町長は、町内の男性最高齢者と100歳を迎える

15人について９月15日、表敬訪問を行いました。対象

となる皆さんには、町からの祝い品や国からの寿詞賞

状などが贈呈されました。

　男性の最高齢は、102歳の山本芳男さん（菅沼）で、

町長からの問いかけにしっかり返事をしていました。

また、100歳の河野喜子さん（上本町）の元気の秘訣

は、プロレス鑑賞だそうです。

健康と福祉を楽しく学ぶ
〇おやま健康フェスタ＆ふれあい広場

健康長寿は笑顔と共に
〇最高齢、100歳をお祝い

よしお

よしこ

さらいえ
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いろいろな くにの
ことばで よむことが
できます

↓広報おやま かんたん版

国際交流員ジャックが、外国から来た

町を支える人たちを紹介します

おやまで、いっしょに

　７年前にタイから来たティックさんに会ってきまし
た。初めて小山町に来たときは、町のきれいさにとても驚
いたそうです。タイで料理人として働いていた経験がある
ティックさんは、今でも友だちを自宅に呼んで、得意の
タイ料理を振る舞うことが楽しみの一つ。小山町での暮
らしを、友だちと一緒に思いきり楽しんでいるようです。
初めて雪を見たのも小山町に来てから。 昨年、 友だちと健
康福祉会館の前で人生初の雪合戦を楽しんだとうれしそう
に話してくれました。
　外国人の同僚や友だちの生活をサポートするなど、周りの
人を気遣う優しさもティックさんの魅力です。 明るく人な
つっこい性格で、 人と話すことが大好き。ティックさんを
見かけたら、タイのことや料理の話を聞いてみると、楽
しい話が聞けるかもしれません。

▲　本場のタイ料理「ガパオ」
　　にみんな大喜び

プロフィール

名前：ティック さん

出身：タイ（ウドーンターニー）

仕事：物流業（井上運送株式会社）

趣味：料理、ジョギング、筋トレ

この町のお気に入り：健康福祉会館

のトレーニング室でランニング

地元のおすすめ ： タレー・ブア・デーン

（ピンク色のハスの花が咲き誇る湖） 

おやまの多文化共生

　外国の人とコミュニケーショ

ンを取りたくて、ボランティア

に申し込みました。私が担当し

た人は、日本のアニメについて

話ができたり、優秀だなと思い

ました。今後、皆さんが日本の

何を知りたいのか一緒に学んで

いくのが楽しみです。

「はじめての日本語教室」 始まりました!

▲　はじめて会った人同士、あいさつやおしゃべりを楽しみました

ボランティア対話パートナーに聞く

問合せ　地域振興課　☎76-6135　HPID：5022

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
　
〝
み
ん
な
が
　
大
切
　
楽
し
く
話
そ
う
　
小
山
町
〟

enjo
y！

とにかく楽しんで話しましょう

　町で初めて開催する対話交流型

「はじめての日本語教室」が８月30

日、総合文化会館で開催されました。

　学習する外国人、指導者、対話

パートナーのボランティアなど50人

余りが参加、金太郎が応援にかけつ

けました。１回目になるこの日は、

はじめに日本語教室をコーディネー

トする国際交流員ジャックがオリエ

ンテーションを行いました。その後

は学習者の日本語の習熟度を確認し

たり、名刺を作って参加者同士で交

換したり。分かりやすいやさしい日

本語で「名前」や「生まれた国」な

ど、自分のことを相手に伝えて対話

を楽しみました。

　「はじめての日本語教室」は10回

シリーズで11月まで開催します。お

やまに住み働く外国人と地域住民

が、お互いの文化や考え方を学び、

つながっていくことを目指します。

ち　か

田代 千賀さん
（吉久保）

楽しそうだぜぃ

サワディー・クラップ

（こんにちは）

สวัสดีครับ
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美
化
清
掃
活
動
で
表
彰

　
　
　
　
　
　

「須
走
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

問
合
せ
　
地
域
振
興
課

☎
76
│

６
１
３
５

　

須
走
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
９

月
11
日
、
こ
れ
ま
で
の
美
化
清
掃
活
動

に
対
し
て
、
沼
津
河
川
国
道
事
務
所
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
美
化
活
動
は
、
富
士
山
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
き
っ
か
け
に
、
平
成

27
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
須
走
地

区
内
の
国
道
１
３
８
号
を
中
心
に
、
草

刈
り
や
植
え
込
み
の
手
入
れ
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
塗
装
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
代
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

３
０
０
人
程
参
加
し
て
い
ま
す
。

小山町地域まちづくり事業費補助金

　町は、地域の課題解決や活性化を目的とし

たまちづくり事業に対し、補助金の交付を

行っています。須走まちづくり推進協議会を

はじめ、現在８団体が交付を受けて活動して

います。

　なお、令和８年度地域まちづくり事業費補

助金は申請を締め切りました。

　令和９年度分の補助金申請については、改

めてお知らせします。

共
に
育
む
地
域
農
業
の
未
来

　
新
体
制
の
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
！

問
合
せ
　
農
業
振
興
課
(農
業
委
員
会
事
務
局
)

☎
76
│

６
１
２
１

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
を
守
り
地
域

の
農
業
を
支
え
る
た
め
、
農
地
の
売
買

や
貸
し
借
り
、
利
用
状
況
を
確
認
す
る

パ
ト
ロ
ー
ル
、
こ
ど
も
園
フ
ァ
ー
ム
の

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
農
地
や
農
業
に
関
す
る
相
談

な
ど
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

小
山
町
農
業
委
員
会
(
敬
称
略
)

会　
　

長　

長
田　

久
司

職
務
代
理　

田
代　

幸
男

　
　
　
　
　
　
　

(
北
郷
・
須
走
)

農
業
委
員
　
※
(　
)内
は
担
当
地
区

　
　

山
口　
　

勇
(
成
美
)

　
　

長
田　

里
子
(
明
倫
)

　
　

岩
田　

正
義
(
明
倫
)

　
　

小
見
山
益
彦
(
足
柄
)

　
　

遠
藤　

一
宏
(
北
郷
)

　
　

小
野　

克
俊
(
北
郷
)

　
　

渡
辺　

計
治
(
北
郷
)

　
　

田
代　

一
夫
(
北
郷
)

　
　

勝
亦　

里
沙

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　

岡
部　

俊
彦
(
成
美
)

　
　

湯
山　

直
文
(
明
倫
)

　
　

鈴
木　

光
規
(
足
柄
)

　
　

岩
田　

達
也
(
足
柄
)

　
　

土
谷　

広
明
(
北
郷
)

　
　

武
藤　

倫
典
(
北
郷
)

　
　

鈴
木　
　

豊
(
北
郷
)

　
　

眞
田　

拓
史
(
北
郷
)

　
　

原　

多
賀
男
(
北
郷
・
須
走
)

▲　草刈りや植え込みの手入れを行います

▲　子どもたちと畑づくり（こども園ファーム）

▲　表彰を受ける米山恒久会長（右）

▲　詳しくはこちら

information oyama

HPID 4549
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information oyama

第
３
回
町
長
と
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

■時 

11
月
７
日
㈯ 

９
時
〜
14
時
30
分  

■所 
総
合
文
化
会
館
駐
車
場
集
合

■対 
町
内
在
住
・
在
勤
の
人 

■定 

30
人 

※
先
着 
■費 
２
千
５
百
円
(
昼
食
・
バ

ス
代
・
保
険
代
な
ど
含
む
) 

■申 

オ
ン

ラ
イ
ン
(
二
次
元
コ
ー
ド
)
か
電
話  

■期 

10
月
５
日
㈪
９
時
〜
10
月
20
日
㈫  

■問 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
課 

■☎ 

76
│

６
１
２
９

■
　

 

５
２
９
０ 

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
お
や
ま
！
わ
く
わ
く
！
Ｃ
Ａ
Ｒ
ニ
バ

ル
と
建
設
中
の
新
東
名
を
歩
く
満
喫

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 

11
月
１
日
㈰ 

８
時
30
分
〜
12
時  

■所 

JR
駿
河
小
山
駅
(ス
タ
ー
ト
)↓
金

時
公
園
↓
新
東
名
高
速
道
路
(建
設
中
)

↓
豊
門
公
園
↓
小
山
町
役
場
↓
音
渕

公
園
↓
駿
河
小
山
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

↓
JR
駿
河
小
山
駅
(ゴ
ー
ル
) 

■他 

詳
し
く

は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
確
認 

■問 

Ｊ
Ｒ

東
海
サ
ー
ビ
ス
相
談
室 

■☎ 

０
５
０
│

３
７
７
２
│

３
９
１
０

(
９
時
〜
17
時
受
付

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
見
交
換
会 

■時 

11
月
10
日
㈫  

■所 

東
部
総
合
庁
舎

別
館
２
階
第
１
会
議
室
(
沼
津
市
高
島

本
町
１
│

３
) 

■内 

意
見
交
換
会
の
み

の
参
加
も
可
能
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
な
い
人
も
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

■対 

犬
が
好
き
！

猫
が
好
き
！
少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人 

■申 

く
ら
し
環
境
課   

■☎ 

76
│

６
１
３
０ 

■期 

10
月
23
日
㈮

ま
で 

■問 

御
殿
場
保
健
所
衛
生
薬
務
課

■☎ 

82
│

１
２
２
３
、
静
岡
県
健
康
福

祉
部
衛
生
課 

■☎ 

０
５
４
│

２
２
１
│

２
３
４
７ 

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

■時 
11
月
25
日
㈬ 

９
時
30
分
〜
16
時

15
分 
■所 
御
殿
場
市
民
会
館 

第
７
会

議
室 

■内 
公
衆
衛
生
学
、
食
品
衛
生
法
、

食
品
衛
生
学 
■対 
営
業
許
可
取
得
・
資

格
取
得 

■定 

60
人 
※
定
員
に
な
り
次

第
締
切 

■費 

１
万
１
千
円
(
税
込
)
※
当

日
現
金 

■申 

御
殿
場
食
品
衛
生
協
会

■☎ 

84
│

２
６
０
０

御
殿
場
警
察
署
地
域
安
全
大
会  

■時 

10
月
20
日
㈫ 

14
時
〜
15
時 

■所 

総

合
文
化
会
館 

金
太
郎
ホ
ー
ル 

■内 

ゲ

ス
ト
に
警
察
庁
特
別
防
犯
支
援
官 

的
場
浩
司
さ
ん
を
招
き
、
特
殊
詐
欺
な

ど
の
防
犯
に
関
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。 

■問 

御
殿
場
警
察
署
生

活
安
全
課 

■☎ 

84
│

０
１
１
０

み
ん
な
の
主
張
発
表
大
会 

■時 

11
月
11
日
㈬ 

９
時
15
分
〜
10
時
15

分 

■所 

総
合
文
化
会
館 

金
太
郎
ホ
ー
ル 

■内 

町
内
在
住
の
中
学
生
、
外
国
人
、

地
域
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
が
、
世
代
や

性
別
、
国
籍
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
や
考
え
を
発
表
し
ま
す
。 

■問 

生

涯
学
習
課 

■☎ 

76
│

５
７
２
２

第
12
回
小
山
町 

町
長
杯
・
議
長
杯

争
奪
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会  

■時 

11
月
９
日
㈪ 

９
時
か
ら 

※
予
備

日
11
月
10
日
㈫ 

■所 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■内 

町
長
杯
(
男
性
部
門
)
、
議
長
杯

(
女
性
部
門
) 

■他 

２
ラ
ウ
ン
ド
の
36

ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で
ハ
ン

デ
ィ
な
し 

■費 

５
百
円 

■定 

百
人
※
定

員
に
な
り
次
第
締
切 

■申 

パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
か
生
涯
学
習
課
窓
口
に
申
込
書

を
提
出 

■期 

10
月
28
日
㈬
ま
で

■問 

生
涯
学
習
課 

■☎ 

76
│

５
７
２
２

し
ず
お
か
遺
産
×
景
観
賞

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

■時 
10
月
１
日
㈭
〜
12
月
31
日
㈭

■所 

豊
門
公
園
、
森
村
橋
な
ど 

■対 

県

公
式
観
光
ア
プ
リ
「
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」
ユ
ー

ザ
ー
(ア
プ
リ
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
)

■内 

「
し
ず
お
か
遺
産
」
の
文
化
財
や

「
景
観
賞
」
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
県
内

１
２
０
カ
所
以
上
を
対
象
に
し
た
デ
ジ

タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

５
つ
以
上
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募

す
る
と
、
抽
選
で
30
人
に
景
品
が
当
た

り
ま
す
。 

■問 

し
ず
お
か
遺
産
活
用
推

進
実
行
委
員
会
事
務
局
(
静
岡
県
文

化
財
課
内
) 

■☎ 

０
５
４
│

２
２
１
│

２
５
５
４

東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

小
山
町
公
演

■時 

10
月
11
日
㈰ 

開
場
15
時 

開
演
15

時
30
分 

■所 

総
合
文
化
会
館 

金
太
郎

ホ
ー
ル 

■費 

２
千
円
(
全
席
自
由
)   

■他 

高
校
生
以
下
無
料
招
待
(
招
待
券

が
必
要
) 

■問 

総
合
文
化
会
館 

■☎ 

76
│

５
７
０
０

特
選
落
語
会 

三
遊
亭
小
遊
三
・

林
家
た
い
平 

二
人
会  

■時 

令
和
９
年
１
月
30
日
㈯ 

開
場
13

時
30
分 

開
演
14
時 

■所 

総
合
文
化
会

館 

金
太
郎
ホ
ー
ル 

■費 

４
千
４
百
円

(
全
席
指
定
) 

■他 

10
月
24
日
㈯
販
売

開
始 

①
窓
口
販
売
10
時
か
ら 

②
電

話
予
約
13
時
か
ら 

■問 

総
合
文
化
会
館  

■☎ 

76
│

５
７
０
０

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

■ID
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総合文化会館
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第
１
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■時 

10
月
28
日
㈬ 

８
時
20
分
受
付

■所 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場 

■費 

５
百
円 

■対 

中
学
生
以
上
の
経
験
者 

■定 

百
人 

※
先
着 

■申 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
か
総
合

体
育
館
に
申
込
書
を
提
出 

■問 

総
合
体

育
館  
■☎ 

76
│

５
７
０
８

か
ら
だ
ほ
ぐ
し
教
室

■時 

10
月
24
日
㈯ 
13
時
30
分
〜
15
時

30
分 

■所 

総
合
文
化
会
館 

児
童
遊
戯

室 

■内 

体
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

動
き
、
体
ほ
ぐ
し
な
ど 

■費 
７
百
円   

■対 

成
人 

■定 

20
人 

■申 

総
合
体
育
館  

■☎ 

76
│

５
７
０
８ 

富
士
学
校
開
校
・
富
士
駐
屯
地
開
設

72
周
年
記
念
行
事

■時 

10
月
４
日
㈰ 

８
時
30
分
〜
15
時

30
分 

■所 

陸
上
自
衛
隊
富
士
駐
屯
地 

■内 

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、
音
楽
演

奏
、
戦
車
体
験
搭
乗
、
ふ
れ
あ
い
広
場

な
ど 

■問 

陸
上
自
衛
隊
富
士
駐
屯
地
広

報  

■☎ 

75
│

２
３
１
１

(内
線 

２
２
１
２
)

歳
末
た
す
け
あ
い
激
励
金
の
申
請

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
か
ら
、
経
済

的
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
激
励
金

を
お
届
け
し
ま
す
。

■対 

町
内
に
居
住
し
、
次
の
①
と
②
の

両
方
に
該
当
す
る
世
帯　

①
世
帯
員
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
②
次
の

㋐
〜
㋓
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯 

㋐
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も
(
満
18
歳
の

高
校
生
を
含
む
)
の
い
る
ひ
と
り
親
世

帯
で
、
児
童
扶
養
手
当
全
額
受
給
世
帯 

㋑
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
・
Ｂ
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
・
２
級
の
人
が
い
る
世
帯 

㋒
要
介
護
４
・
５
の
介
護
認
定
者
を
自

宅
で
介
護
し
て
い
る
世
帯 

㋓
満
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

■申 

役
場
各
支
所
と
社
協
に
あ
る
申
請

用
紙
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出 

■期 
10
月
30
日
㈮
ま
で 

■問 

社
会
福
祉

協
議
会 
■☎ 
76
│

９
９
０
６

２
市
１
町
就
職
フ
ェ
ア

出
展
企
業
募
集

■時 

令
和
９
年
３
月
６
日
㈯ 

10
時
〜

15
時 

■所 

御
殿
場
市
体
育
館 
■対 
町
内

に
本
社
ま
た
は
支
社
・
支
店
が
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
へ
の
協
力
が
可

能
な
企
業 

■内 

求
職
者
と
の
面
接
・
面

談
、
就
職
に
関
す
る
各
種
コ
ー
ナ
ー
な

ど 

■定 

90
社
程
度
(
う
ち
町
内
事
業

者
は
20
社
程
度
を
予
定
)
※
先
着

■費 

５
千
円
／
社 

■申 

オ
ン
ラ
イ
ン

(
二
次
元
コ
ー
ド
) 

■期 

12
月
28
日
㈪

ま
で 

■他 

事
業
所
が
町
内
の
み
の
場
合

は
フ
ォ
ー
ム
①
、
御
殿
場
市
、
裾
野
市

に
も
事
業
所
が
あ
る
場
合
は
フ
ォ
ー
ム

②
か
ら
申
し
込
む
。 

■問 

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
課 

■☎ 

76
│

６
１
２
９

総
合
体
育
館
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

設
置
完
了 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
を
活
用
し
、

総
合
体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
移
動
式

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
１
対
を
更
新
し
ま

し
た
。

※
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
は
、
ス
ポ
ー

ツ
く
じ
の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
る
資
金

を
も
と
に
、
地
方
公
共
団
体
や
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
行
う
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
対
し
て

助
成
す
る
も
の

■問 

生
涯
学
習
課  

■☎ 

76
│

５
７
２
２

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
(
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
)
に
適
用

さ
れ
る
「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改

定
さ
れ
、
10
月
15
日
㈭
か
ら
時
間
額

１
、
１
５
４
円
(
改
定
前 

１
、
０
９
７

円
)
と
な
り
ま
す
。
国
は
、
「
業
務
改

善
助
成
金
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
支

援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■問 

静
岡
労
働
局
賃
金
室

■☎ 

０
５
４
│

２
５
４
│

６
３
１
５

令和９年度小学校新入学予定児童の健康診断

北郷

須走

成美

明倫・足柄

■問 学校教育課 ■☎ 76-6122

■対 町内在住の令和２年４月２日～令和３年４月１日生まれの児童

学区

10月28日㈬

11月５日㈭

11月11日㈬

11月16日㈪

日

北郷小学校

須走小学校

成美小学校

明倫小学校

場所

12:30～12:55

12:40～12:55

受付

案　

内

フォーム①

フォーム②

【記号の意味】　■時 日時 ■所 場所 ■内 内容 ■対 対象 ■定 定員 ■費 費用 ■講 講師

■持 持ち物 ■期 期限・期間 ■申 申込み ■予 予約 ■他 その他 ■問 問合せ ■☎ 電話 ■ID ホームページID
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狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す 

　

県
内
で
は
、
次
の
狩
猟
期
間
中
、
わ

な
、
猟
銃
、
網
を
使
用
し
た
狩
猟
が
行

わ
れ
ま
す
。
作
業
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山

菜
摘
み
な
ど
で
山
林
に
入
る
人
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■期 
①
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
11
月

１
日
㈰
〜
３
月
15
日
㈪
②
そ
の
他
の
狩

猟
鳥
獣
11
月
15
日
㈰
〜
２
月
15
日
㈪

■問 

農
業
振
興
課 
■☎ 

76
│

６
１
２
１

後
期
高
齢
者
医
療
費
通
知
の
発
行

回
数
が
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
医
療
費
通
知
を
年
２
回
(
10

月
・
２
月
)
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
８
年
度
か
ら
年
１
回
(
２
月
の

み
)
の
発
行
に
な
り
ま
す
。
次
回
発
行

分
は
、
令
和
７
年
12
月
〜
８
年
11
月
の

診
療
分
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

■問 

住
民
課 

■☎ 

76
│

６
１
０
０

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
親
と
一

緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
を
、

自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情

と
正
し
い
理
解
を
も
っ
て
養
育
す
る
人

を
「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活
を
提
供
し
て

く
れ
る
里
親
を
求
め
て
い
ま
す
。

■申 

東
部
児
童
相
談
所 

■☎ 

０
５
５
│

９
２
０
│

２
０
８
４ 

■問 

児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
ル
」 

■☎ 

０
５
５
│

９
８
３
│

０
５
５
５ 

自
衛
官
等
採
用
案
内

●
一
般
曹
候
補
生

■対 

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
(
32
歳

の
人
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
) 

■申 

11
月

20
日
㈮
ま
で
【
試
験
日
】
①
１
次 

11
月

28
日
㈯
〜
12
月
６
日
㈰ 

②
２
次 

令

和
９
年
１
月
７
日
㈭
〜
１
月
13
日
㈬ 

※
い
ず
れ
か
１
日
が
指
定
さ
れ
ま
す

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
(任
期
制
自
衛
官
)

■対 

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
(
32
歳

の
人
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
) 

■申 

年
間

を
通
じ
て
受
付
【
試
験
日
】
受
付
時
に

お
知
ら
せ 

■問 

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力

本
部 

沼
津
地
域
事
務
所 

■☎ 

０
５
５
│

９
１
６
│

０
６
０
５ 

 

無
料
行
政
書
士
相
談

■時 

10
月
15
日
㈭ 

13
時
30
分
〜
15
時

30
分 

■所 

役
場
１
階 

打
合
室
Ａ

■内 
相

続
、
成
年
後
見
、
土
地
利
用
、
農
地
転
用
、

開
業
、
法
人
設
立
、
許
認
可
な
ど
に
関

す
る
相
談 

■問 

静
岡
県
行
政
書
士
会
御

殿
場
支
部 

■☎ 

０
９
０
│

３
５
６
３
│

５
２
５
４

ね
ん
き
ん
相
談

■時 

11
月
19
日
㈭ 

■所 

役
場
１
階 

相

談
室
Ｃ 

■内 

沼
津
年
金
事
務
所
職
員

に
よ
る
相
談
対
応 

■定 

６
人 

■予 

10

月
30
日
㈮
ま
で 

■問 

住
民
課 

■☎ 

76
│

６
１
０
０

無
料
法
律
相
談

■時 

11
月
11
日
㈬ 

10
時
30
分
〜
14
時  

■所 

健
康
福
祉
会
館 

社
協
相
談
室  

■内 

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談 

■定 

３

人 

■予 

10
月
13
日
㈫
か
ら 

■問 

社
会
福

祉
協
議
会 

■☎ 

76
│

９
９
０
６

ひ
き
こ
も
り
個
別
相
談

■時 

10
月
30
日
㈮
①
10
時
か
ら
②
13
時

か
ら 

 

■所 

健
康
福
祉
会
館
１
階 

相

談
室  

■内 

ひ
き
こ
も
り
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
保
健
師
が
相
談
対
応

■予 

社
会
福
祉
課 

■☎ 

76
│

６
６
６
１

労
働
相
談

■時 

月
〜
金
曜
日 

９
時
〜
12
時
、
13

時
〜
16
時
(
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
)  

■所 

静
岡
県
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー  

■内 

労
働
相
談
、
弁
護
士
相
談
、
静
岡

県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
制
度
紹
介  

■問 
静
岡
県
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー  

■☎ 
０
５
５
│

９
５
１
│

９
１
４
４

相　

談

令和８年９月１日現在（　）内は前月比

地区別の人口

小山町の人口

成美　3,196人　　北郷　5,507人

明倫　2,482人　　須走　3,592人

足柄　1,712人　 　計　16,489人

　　　１６,４８９人（+８）

うち、外国人　５６８人（+４）

　　  男　８,３１３人（+５） 

　　  女　８,１７６人（+３）

世帯数　７,４５０世帯（+１９）

行政相談

10月９日㈮

10月23日㈮

13時～16時

10時30分～12時

13時30分～15時

10時30分～12時

13時30分～15時

役場１階 総合相談室

足柄コミセン

役場１階 総合相談室

須走コミセン

総合文化会館

滝口

相談員

岩田

相談員

 ■問 総合相談室 ■☎ 76-6107

日 時間 場所 相談員

※特設巡回相談

information oyama

2026.10. 広報おやま
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お
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

日
々
の
健
康
活
動
(
歩
数
記
録
、
食

事
記
録
、
体
重
記
録
な
ど
)
を
健
康

ア
プ
リ
「
Ｗ
ｏ
Ｌ
Ｎ
」
に
記
録
す
る

こ
と
で
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
が
付
与

さ
れ
、
「
地
域
ポ
イ
ン
ト
(
=
地
域

通
貨
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ａ
)
」
に
交
換
で
き

る
『
健
康
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
』

で
す
。
お
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
楽
し
く
元

気
よ
く
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、

　
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
版
の
利
用
を

　

70
歳
以
上
が
対
象
の
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
版
も
あ
り

ま
す
。
30
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た
ら
、

「
お
や
ま
地
域
振
興
券
５
０
０
円

分
」
ま
た
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ケ
ッ

ト
」
と
交
換
！　

景
品
が
当
た
る
ダ

ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
へ
の
応
募
も
で
き
ま

す
。

　

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
、
ま

た
運
動
を
続
け
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

まちの健康情報コーナー

笑顔で健康ライフ

問合せ　健康増進課　☎76-6668

で毎日を健やかに

健康アプリ「WoLN」

▲　詳しくはこちら

▲　まずはアプリをダウンロード

　厚生労働省は８月末、昨年より１カ月早く全国的

にインフルエンザの流行シーズンに入ったと発表し

ました。

　10月から始まるインフルエンザと新型コロナウイ

ルス感染症の定期予防接種と、こどもインフルエン

ザ任意予防接種費用の一部助成についてお知らせし

ます。

インフルエンザ予防接種

対　象　満65歳以上の町民

　　　　（昭和37年１月30日までに生まれた人）

期　間　令和９年１月30日まで

自己負担額　1,500円※

新型コロナウイルス感染症予防接種

対　象　満65歳以上の町民

　　　　（昭和37年３月31日までに生まれた人）

期　間　令和９年３月31日まで

自己負担額　5,000円※

※「生活保護法による被保護世帯に属する人で自己

負担金免除を希望する人」は、自己負担額が無料

（要事前申請）

こどもインフルエンザ

　　　　　　任意予防接種費用の一部を助成

対　　象　接種日時点で生後６カ月以上18歳以下の

町民

申請期限　接種を受けた日から１年以内

●インフルエンザＨＡワクチン

　１回につき上限1,500円を助成

（1）生後６カ月以上13歳未満の人…２回分まで

（2）13歳以上18歳以下（高校３年生相当）の人

     …１回分

●経鼻弱毒性生インフルエンザワクチン

　１回上限3,000円を助成

※接種金額（領収書に記載されている金額）が助成

金額の上限を下回る場合は、接種金額と同等額を

助成

※予防接種に掛かる金額は医療機関により異なります

【申請方法】

　Web、または健康増進課窓口で申請書と領収書、

明細書を提出し申請。（母子手帳の接種欄の写し

のみでは受け付けできません）

ウ

ォ

ル

ン

インフルエンザ・コロナワクチン接種費用を助成します

ハッピーチケット、

おやま地域振興券。

いずれも有効期限が

あるのでご注意くだ

さい。

※抽選期間ごとに１枚、

年間４枚まで

見　本

見　本
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おやまの元気★School Report

ぼくの友だち
Happy to be friends with you

北郷小学校 ５年生

作文を書いた人　蕪木　賢大さん（左）

お友だち　　　　椚原　翔陽さん（右）

けんた

しょうよう

かぶらき

くぬぎはら

　ぼくがしょうかいする友だちは、椚原翔陽さんです。

翔陽さんとは、小さいときからずっと仲良しで、５年

生になった今でも、休み時間はいつもいっしょに遊ん

でいます。

　また、習い事のサッカーチームもいっしょです。

ぼくがサッカーでミスをして落ち込んでいるときは、

なぐさめてくれます。ぼくがゴールを決めたときは、

自分のことのように喜んでくれます。

　そんな翔陽さんと、これからもずっと友だちでいた

いです。翔陽さん、大人になってもいっしょにサッ

カーしようね！

小山高校 ２年生
の　い さ　き

吉岡　野衣さん（左）　小野寺　咲希さん（右）

　小山高校の良いところは、クラスのみんなが協力し

て学校生活を送っているところです。特に行事では、

準備の段階から一人ひとりが積極的に参加し、みんな

で協力して成功させようと頑張っています。

　また、部活動にも一生懸命取り組んでいて、先輩後

輩関係なく仲が良いところも魅力です。学校全体で協

力し合い、楽しく過ごせるところが私たちの学校の魅

力です。

　さらに、笙陵祭では、学年の壁を超えて小山高校全

体の絆を深めることができました。部活動やクラスな

どで一丸となって笙陵祭を楽しむことができました。

　２年生は互いに声を掛け合いながら、何事にも全力

で取り組んでいます。これからも全員で支え合い、行

事の伝統を受け継ぎながら、小山高校を盛り上げてい

きます。

　　　　　　　　　小山高校は、豊かな自然に囲まれた

景色の美しい学校です。生徒たちは、少人数ならではの

明るく素直で温かい雰囲気があり、友だちや周りの人を

大切にしています。地域や卒業生にも愛され、マスコッ

トキャラクターの小太郎くんも親しまれています。

学年の先生からの

ヒトコト

ちょっと聞いてください

うちの学校、自慢

しょうりょうさい
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今
年
の
夏
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
こ
と
ご
と
く
雨
に
た

た
ら
れ
た
。 

　

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
全
国
各
所
で
膝
ま
で
つ
か
り
な

が
ら
歩
く
人
の
姿
や
、
雨
水
が
流
れ
込
ん
だ
家
の
前
で
、

な
す
す
べ
も
な
く
立
ち
尽
く
す
住
人
の
映
像
が
、
連
日
流

れ
た
。 

　

わ
が
み
く
り
や
地
区
は
、
浸
水
や
河
川
の
氾
濫
の
被
害

は
な
い
が
、
農
業
を
営
む
者
に
と
っ
て
は
心
配
な
日
々
が

続
い
て
い
る
。 

　

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
こ
ま
で
コ
メ
の
出
来
は
よ
い
と
い

う
。
８
月
、
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
日
に
は
、
も
ち
米
の
刈
入

れ
の
音
が
響
い
た
。
次
は
う
る
ち
米
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

猛
暑
が
止
ん
だ
後
の
空
模
様
は
、
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ

り
で
晴
れ
の
日
が
な
い
。 

　

「
秋
の
長
雨
」
―
。
ど
こ
と
な
く
風
情
の
あ
る
言
葉
だ
。

だ
が
、
今
年
は
そ
れ
に
は
遠
く
、
気
象
の
異
変
を
感
じ
さ

せ
る
雨
で
し
か
な
い
。 

　

過
日
、
お
洒
落
な
消
防
署
の
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

災
害
に
強
い
と
は
い
え
な
い
わ
が
町
。
行
政
は
し
っ
か
り

と
公
助
の
体
制
を
築
く
。
並
行
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
「
自
助
・
共
助
」
の
意
識
と
取
り
組
み
を
一
段
と

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

秋
の
長
雨

小
山
町
長　

込

山

正

秀

おやまに響け わたしたちの青春
県立御殿場特別支援学校 小山分校だより

　

今
月
か
ら
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
、

静
岡
県
立
御
殿
場
特
別
支
援
学
校
小
山
分

校
で
す
。
第
１
回
は
、
小
山
分
校
が
ど
ん

な
学
校
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
山
分
校
は
、
御
殿
場
市
神
山
に
あ
る

静
岡
県
立
御
殿
場
特
別
支
援
学
校
の
分
校

で
、
高
等
部
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

小
山
高
校
の
校
舎
内
に
開
校
し
、
今
年
度

で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
生
16
人
、

２
年
生
12
人
、
３
年
生
14
人
が
在
学
す
る
、

生
徒
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
学
校
で

す
。
小
山
町
、
御
殿
場
市
、
裾
野
市
を
学

区
と
し
、
多
く
の
生
徒
が
自
転
車
や
バ
ス
、

電
車
を
使
っ
て
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

「
夢
を
も
ち
、
貢
献
し
、
自
己
実
現
す

る
人
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
一
人
ひ
と

り
の
良
さ
や
可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
、

社
会
参
加
や
自
立
に
必
要
な
力
を
育
ん
で

い
ま
す
。

　

国
語
・
数
学
・
情
報
な
ど
各
教
科
の
学

び
と
共
に
、
作
業
学
習
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
園
芸
班
、
環
境
整
備
班
、

ク
ラ
フ
ト
班
の
３
つ
の
班
で
活
動
し
て
い

て
、
地
域
で
の
活
動
を
通
し
て
、
働
く
こ

と
の
意
識
や
働
く
喜
び
を
育
て
て
い
ま
す
。

町
で
生
徒
が
活
動
す
る
姿
を
見
か
け
た
ら
、

お
声
掛
け
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

次
回
は
、
小
山
分
校
生
の
い
き
い
き
と

活
動
す
る
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
小
山
高
校
生
と
交
流
し
て
い

る
活
動
も
あ
る
の
で
、
ご
紹
介
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

小
山
分
校
の
こ
と
を
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

▲　生徒が作ったステキな作品がたくさん！

小山分校の

ホームページ

はこちら

問合せ

御殿場特別支援学校

小山分校 ☎76-7700

公式インスタ

グラムは

こちら

#１ 

は
じ
め
ま
し
て
、
小
山
分
校
で
す
！

らしんばん
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地
域
振
興
課

https://w
w
w
.fuji-oyam

a.jp/
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　旧小山消防庁舎は、昭和47年４月に小山分署とし

て開署。平成９年に増築、平成13年に耐震補強のた

め改修工事を行いました。隣接する町の防災倉庫

は、昭和56年に建設。防災資機材、備蓄食料、消防

団資機材などを保管してきました。

（旧消防庁舎 ９月撮影）

渡辺 紬乃ちゃん 小谷津 裕翔ちゃん 高村 泰世ちゃん
つ む の ゆ う と たいせい

　町の広報担当課が保管しているおやまの記録写真

の中から、昭和47年の小山分署の写真を発見。当時の

消防車両が勢ぞろい。ノスタルジックな１枚です。

今月の
こんな
いちまい
おまけ！

　来月（11月）に３歳までの誕生日を迎

えるお子さんのイチオシの写真を10月

15日まで募集します（応募多数の場合

は選考）。二次元コードを読み取り、応

募フォームから申し込んでください。

※おおむね１カ月以内に撮影した写真

にしてください

問合せ　地域振興課

　　　　☎76-6135

今月の
こんな
いちまい

小山町で

活躍する人を

紹介します!

10月24日
令和５年

生まれ
10月９日
令和５年

生まれ10月
19日

令和６年

生まれ

駅前通りをもっと盛り上げたい！

浅倉 直生さん（一色）

なおき

リサイクルショップ　遊　オーナー

　令和７年11月から駿河小山駅前通りで、リサイクルショッ

プ「遊」を運営しています。今年の５月末には２号店として、

緑色の店舗もオープンしました。１号店では中古の家具や家

電を、２号店では雑貨や駄菓子、中古の着物などさまざまな

ものを販売しています。

　駅前通りに店舗を構えてから、ご近所の皆さんにとても親

切にしていただき、とてもうれしく、ありがたいです。駅前

をもっと盛り上げるべく、気軽に集まってコミュニケーショ

ンがとれるような「にぎわいの場」を作りたいと考えていま

す。一緒に盛り上げてくれるお嫁さんも募集中です！笑

ゆう

こちらから
ご覧いただけます

Speak English with Jack!
ジャックの英会話番組を

YouTube でも楽しめます！
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